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辞
　
高
野
清
弘
先
生
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
を
も
っ
て
、
定
年
に
よ
り
甲
南
大
学
を
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
一
九
四
七
年
四
月
三
〇
日
に
京
都
府
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
一
九
七
一
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
東
京
教
育
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
に
進
学
、
一
九
七
三
年
四
月
に
は
博
士
課
程
に
進
ま
れ
、
一
九
七
九
年
四
月
に
大
東
文
化
大
学
の
専
任
講
師
に
就
任
さ
れ
、
同
大
助
教
授
を
経
て
、
一
九
九
一
年
四
月
に
本
学
部
教
授
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
二
六
年
間
に
わ
た
り
、
西
洋
政
治
思
想
史
の
教
育
・
研
究
に
研
鑽
を
つ
ま
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
は
甲
南
学
園
よ
り
永
年
勤
続
表
彰
（
二
〇
年
表
彰
）
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
高
野
先
生
は
、
本
学
に
お
い
て
は
ご
専
門
の
西
洋
政
治
思
想
史
の
講
義
・
演
習
の
ほ
か
、
西
洋
政
治
史
や
政
治
学
も
担
当
さ
れ
、
法
学
部
の
み
な
ら
ず
、
全
学
的
な
教
育
の
実
践
に
貢
献
さ
れ
、
多
く
の
有
為
な
青
年
を
社
会
に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
　
先
生
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
年
間
教
務
部
長
の
職
に
あ
り
、
さ
ら
に
二
回
に
わ
た
り
（
九
八
年
〜
〇
二
年
、
一
二
年
〜
一
四
年
）
学
長
補
佐
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
学
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
務
め
ら
れ
た
学
内
委
員
の
数
は
五
〇
を
超
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
法
学
部
に
お
い
て
も
、
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
一
年
間
法
学
科
主
任
と
し
て
、
経
験
と
見
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
　
先
生
が
教
務
部
長
の
と
き
（
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
）、
こ
の
地
方
を
大
震
災
が
襲
い
ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
後
期
試
験
の
開
始
日
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
急
遽
、
試
験
を
中
止
し
、
レ
ポ
ー
ト
に
代
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
時
在
学
生
は
一
万
二
千
名
超
、
仮
に
一
人
の
学
生
が
一
〇
科
目
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
一
二
万
通
に
な
り
ま
す
。
先
生
は
、
そ
れ
を
集
め
各
教
員
に
割
り
振
る
仕
事
の
指
揮
を
執
ら
れ
ま
し
た
。
教
室
棟
が
ほ
と
ん
ど
倒
壊
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
仮
設
校
舎
で
の
講
義
運
営
に
取
り
組
ま
れ
 （甲南法学’ １６）５６─３・４
る
一
方
で
、
新
校
舎
の
建
築
委
員
会
に
加
わ
り
、
甲
南
大
学
の
再
興
に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。
　
高
野
先
生
の
研
究
は
、
単
著
と
し
て
『
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
政
治
思
想
』（
一
九
九
〇
年
、
御
茶
の
水
書
房
。
以
下
①
）
お
よ
び
『
政
治
と
宗
教
の
は
ざ
ま
で　
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ア
ー
レ
ン
ト
、
丸
山
眞
男
、
フ
ッ
カ
ー
』（
二
〇
〇
九
年
、
行
路
社
。
以
下
②
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
書
名
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
先
生
は
、
ト
マ
ス
・
ホ
ッ
ブ
ズ
の
思
想
研
究
か
ら
研
究
生
活
を
は
じ
め
ら
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ッ
カ
ー
研
究
に
歩
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
先
生
の
ホ
ッ
ブ
ズ
研
究
を
貫
く
視
座
は
、
ホ
ッ
ブ
ズ
の
論
じ
る
重
要
な
観
念
（
た
と
え
ば
神
の
観
念
）
は
「
和
解
し
が
た
い
相
矛
盾
し
た
要
素
か
ら
成
立
し
て
い
る
」
が
、
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
「
彼
が
継
受
し
そ
し
て
対
決
し
よ
う
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
そ
の
も
の
が
内
包
す
る
矛
盾
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
い
か
け
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
問
い
へ
の
応
答
を
、「
西
洋
思
想
の
根
本
的
な
矛
盾
と
対
峙
し
て
そ
の
解
消
を
図
り
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
試
み
に
挫
折
し
た
思
想
家
と
し
て
ホ
ッ
ブ
ズ
を
と
ら
え
、
そ
の
苦
闘
を
跡
づ
け
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
さ
れ
た
の
で
し
た
（
①
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）。
こ
の
ホ
ッ
ブ
ズ
の
苦
闘
の
描
写
は
、「
ホ
ッ
ブ
ズ
神
学
の
ヘ
ブ
ラ
イ
的
性
格
を
強
調
し
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
の
対
比
で
そ
れ
を
解
明
す
る
独
創
的
視
角
」
で
あ
り
、「
世
界
の
学
界
に
対
す
る
問
題
提
起
」
だ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
（
長
尾
龍
一
『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
一
九
九
六
年
三
月
号
）。
　
ま
た
、
先
生
の
フ
ッ
カ
ー
研
究
は
、「
ワ
ラ
く
ず
一
つ
拾
う
に
も
神
の
み
胸
を
聞
け
と
い
う
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
強
迫
神
経
症
的
信
仰
を
批
判
し
、
神
か
ら
相
対
的
に
独
立
し
た
人
間
に
固
有
の
領
域
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
」
人
物
と
し
て
フ
ッ
カ
ー
を
と
ら
え
ま
す
（
②
二
一
〇
頁
）。
こ
の
フ
ッ
カ
ー
の
思
想
は
、「
人
間
の
尊
厳
の
神
学
の
確
立
へ
と
向
か
う
」
も
の
と
総
括
さ
れ
、
次
の
よ
う
な
シ
ン
パ
シ
ー
あ
ふ
れ
る
む
す
び
の
こ
と
ば
へ
と
集
約
さ
れ
ま
す
。「
そ
の
努
力
の
結
実
と
し
て
の
『
教
会
政
治
理
法
論
』
は
神
が
平
和
と
秩
序
の
神
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
対
し
て
、『
あ
な
た
が
た
も
人
間
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
よ
』
…
…
と
訴
え
る
（甲南法学’ １６）５６─３・４
序
文
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。」（
②
二
一
一
〜
二
頁
）。
先
生
は
、
フ
ッ
カ
ー
研
究
を
「
ま
だ
道
半
ば
」
で
あ
る
と
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
（
②
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
が
、
フ
ッ
カ
ー
の
「
人
間
の
尊
厳
の
神
学
」
へ
の
道
行
き
を
た
ど
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
そ
の
ご
研
究
の
成
果
を
目
に
す
る
日
を
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
こ
の
た
び
、
甲
南
大
学
法
学
会
は
、
高
野
先
生
の
多
年
に
わ
た
る
学
内
外
の
功
績
と
学
問
研
究
に
感
謝
と
敬
意
を
込
め
て
、『
甲
南
法
学
』
の
本
号
を
記
念
号
と
し
て
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生
が
、
今
後
と
も
、
ご
健
康
で
、
社
会
と
学
問
の
世
界
で
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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